
与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

『
満
蒙
遊
記
』
付

「満
蒙
遊
草
」

の
漢
詩

(二
)

西

村

富
美
子

か

つ
て
筆
者
は
前
稿

(本
誌
第
十
二
号
)
に
お
い
て
、
寛
の

「満
蒙
遊
草
」

の

漢
詩

に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
り
、
す
で
に

「満
蒙
遊
草
」
の
内
容
の
概
略
を

　
ユ

　

紹
介
し
て
お
い
た
。
そ
の
後
五
年
ほ
ど

の
歳
月
が
経
過
し
た
間
に

「満
蒙
遊
草
」

に
関
す
る
新
し
い
資
料
が
出
現
し
て
、
当
時
は
不
明
ま
た
謎
で
あ

っ
た
こ
と
が
少

し
解
明
さ
れ
た
所
が
あ
り
、
今
回
は

そ
の
新
資
料
の
紹
介
と
と
も
に
、
「満
蒙
遊

記
」
成
立

の
過
程

に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
と
思
う
に
至

っ
た
。

　　
　

そ
の
新
資
料
と
い
う
の
は
、
旧
与
謝
野
光
家
蔵

(現
堺
市
博
物
館
蔵
)
、
及
び

　ヨ
　

古
澤
幸
吉
家
蔵

の
二

つ
の
資
料

で
あ
る
。
前
者
は
与
謝
野
寛

・
晶
子
の
長
男
、
光

氏
家

で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
、
後
者

は
前
稿
で
、
寛

・
晶
子
夫
妻
の
満
蒙
旅
行

を
実
現
さ
せ
た
人
物
と
し
て
紹
介
し
た
南
滞
洲
鉄
道
公
所
長
の
古
澤
幸
吉
家
か
ら

　ヨ
　

刊
行
さ
れ
た

『古
澤
幸
吉
自
叙
伝

「
吾
家
の
記
録
」』
に
収
録
の
書
翰
及
び
漢
詩

稿
等
で
あ
る
。

今
少
し
詳
細
に
こ
の
両
者
の
新
資
料

に

つ
い
て
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
前
者
は
、

寛
自
筆
の

「満
蒙
遊
草
」
の
初
稿
に
、
寛

の
漢
詩

の
師
吉
田
学
軒
が
添
削
校
閲
を

施
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
な
り
厳
密
微
細
な
朱
筆

の
跡
が
見
ら
れ
、
版
後
の

「満

蒙
遊
草
」
と
照
合
す
れ
ば
、
寛
は
ほ
と
ん
ど
忠
実

に
そ
の
指
摘

に
従

っ
て
い
る
。

こ
の
自
筆
の
詩
稿
の
初
め
に
は

「満
蒙
遊
草
」

の
タ
イ
ト
ル
が
あ
る
。
た
だ
し
寛

の

「満
蒙
遊
草
」
の
詩
稿
の
制
作
、
ま
た
吉
田
学
軒

の
添
削
校
閲
、

の
時
期

に
つ

い
て
そ
の
正
確
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
与
謝
野
夫
妻
が
満
蒙
旅
行
か
ら
帰
国
し

た
昭
和
三
年

(一⑩
b。c。
)六
月
中
旬
以
降

か
ら
、
『
満
蒙
遊
記
』
が
出
版
さ
れ
た
昭
和

五
年
(
一⑩。。
O)
五
月
ま
で
の
二
年
ほ
ど
の
期
間
と
し
か
残
念
な
が
ら
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
後
者
は
、
古
澤
幸
吉
氏
の
遺
族
、
正
確
に
は
孫

に
当
た
る
陽
子
氏

が
主
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
編
者
の
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
完
成
に

「三
年

　　
　

ほ
ど
の
月
日
」
を
費
や
し
た
と
の
言
が
あ
り
、
か
な
り
完
成
ま
で
に
相
当
苦
心
さ

れ
た
由

で
あ
る
。
こ
の

「
吾
家
の
記
録
」
に
収
録
さ
れ

て
い
る
寛

の
書
翰
と
寛
自

筆
の
四
枚

(五
首
)
の
漢
詩

(半
紙
)
で
あ
る
。
こ
の
四
枚

の
漢
詩
は
書
翰
の
日

付
等
か
ら
ほ
ぼ
日
時
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

前
者
は

「満
蒙
遊
草
」
の
全
て
の
漢
詩
稿
を
収
め
る
が
、
後
者
は
四
枚
の
半
紙
、

詩
は
五
首

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
葉
の
末
尾
に

　ら
　

一

「古
澤
先
生
大
政

寛

伏
乞
」

二

「博
古
澤
先
生

一
簗
併
乞
高
批

寛

未
定
稿
」

三

「謹
乞

古
澤
先
生
大
斧

寛

未
定
稿
」

四

「博
古
澤
先
生

一
藥
併
乞
大
政

寛

未
定
稿
」

と
、

一
を
除
い
て
は
、
寛

の

「未
定
稿
」
の
文
字
が
あ
り
、
古
澤
氏
の

「大
政

(高
批

・
大
斧
)
を
乞
う
」
て
い
る
。

ま
た
前
者
は
、
「満
蒙
遊
草
」
だ
け
で
な
く
、
寛

の
他

の
漢
詩
も
収
め
て
い
る

が
、
添
削
校
閲
の
程
度
は

「満
蒙
遊
草
」
が
最
も
緻
密
で
、
添
削
校
閲
に
何
度
も

修
正
を
重
ね
て
い
る
。
今
回
の
稿

で
は
、
古
澤
家
の
資
料

(寛
の
漢
詩
四
枚
)
を

優
先
し
て
言
及
し
、
前
者
の
他
の
漢
詩
に

つ
い
て
は
ま
た
別
に
稿
を
改
め
る
こ
と

に
し
た
い
。
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

古
澤
幸
吉
に

つ
い
て
は
、
前
稿

(
一
)

の
執
筆

の
折
は
、
古
澤
氏
に
関
す
る
資

料
は

『満
蒙
遊
記
』、
ま
た
少
量
の
他

の
情
報
資
料
に
よ
る
し
か
無
く
、
『
満
蒙
遊

　　
　

記
』
が
古
澤
氏
に
つ
い
て
の
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
資
料
で
あ

っ
た
た
あ
、
今
回
の
古

澤
家
出
版
の

『
吾
家
の
記
録
』
は
極
め

て
貴
重
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
内
容
か
ら
、
古
澤
氏
は
か
な
り

の
漢
詩
漢
文
の
制
作
者
で
あ

っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
の
だ
が
今
回
知
り
え
た
古
澤
氏

の
そ
の
他
の
漢
詩
の
実
作
に
つ
い
て
は
別

の
機
会
と
し
、
こ
の
稿
で
は
古
澤
幸
吉

に
宛
て
た
寛
自
筆
の
漢
詩
、
四
枚
の
み
に

と
ど
め
る
。

な
お
古
澤
氏
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
「吾
家

の
記
録
」
に
よ

っ
て
得
た
所

が
甚
だ
大
で
あ

っ
た
。
前
稿

(
一
)

で
も
、
全
行
程
の
案
内
役
を
務
め
た
加
藤
郁

哉
氏
、
東
京
か
ら
与
謝
野
夫
妻
に
少
し
後
れ
て
訪
中
し
、
内
蒙
古

へ
の
旅
を
共
に

し
た
佐
藤
惣
之
介
氏
、
氏
は
詩
人
俳
人

で
も
あ
る
。
こ
の
両
人
は

「挑
南
に
赴
く

車
上
に
て
作
る
」
の
詩
に

「爾
友
」

ま
た

「爾
詩
友
」
と
記
さ
れ
た
人
。
そ
し
て

そ
の

一
枚
に

「古
澤
幸
吉
先
生
の
大
政
を
乞
う
」
と
寛
が
記
し
て
い
る
古
澤
幸
吉　ア
　

氏
、
併
せ
て
こ
れ
ら
の
三
人
に

つ
い

て
簡
略

で
は
あ
る
が
す

で
に
紹
介
を
し
て
お

い
た
。
古
澤
氏
は
前
両
者
と
異
な
り
主
と
し
て
恰
爾
浜

で
の
交
流
で
あ
る
。
「恰

爾
浜

で
の
五
日
」
を
満
鉄
会
館

で
滞
在

し
、
古
澤
氏

の
自
宅

で
の
会
合

で
は

「古

澤
先
生
が
俳
句
と
漢
詩
を
・…
、
ま
た
暇
を
求
め
て
は
義
之

の
古
法
帖

に
筆
を
染
め

　　
　

ら
れ
る
」
と
、
記
し
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
て
お
い
た
。
東
京
外
国
語
学
校

(現

東
京
外
大
)

の
ロ
シ
ア
語
科
出
身
、
卒

後

ロ
シ
ア
に
外
交
官
と
し
て
、
次
い
で
満

鉄
公
所
長
兼
在
留
日
本
人
会
会
長
の
重
職
を
歴
任
し
、
退
官
後
は
恰
爾
浜
に
在
住

し
た
人
で
あ
る
。
漢
詩
や
俳
句
の
作
者
で
も
あ
る
が
そ
の
作
品
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
。
「大
政
を
乞
う
」
た
と

い
う
の
は
古
澤
氏
添
削
の
跡

の
実
蹟
が
存

在
し
な
い
即
ち
寛
の
依
頼
に
対
す
る
返
信
の
事
実
が
確
認
で
き
な
い
の
で
、
筆
者

に
は
古
澤
氏

の
漢
詩
に
関
す
る
情
報

に

つ
い
て
些
少
疑
問

の
点
が
あ

っ
た
が
、

「
吾
家
の
記
録
」
は
そ
の
疑
問
を
見
事

に
解
消
し
て
く
れ
た
。
な
お
寛
と
古
澤
氏

は
ほ
ぼ
同
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

与
謝
野
寛

明
治
六
年
(一〇。
刈ω
)～
昭
和
十
年
(一。。
G。㎝
)、
六
二
歳

古
澤
幸
吉

明
治
五
年
(
お
謁
)
～
昭
和
二
十
六
年
(お
ヨ
)
、
七
九
歳

寛
は
太
平
洋
戦
争
以
前
に
死
去
、
『満
蒙
遊
記
』
刊
行

の
五
年
後
で
あ
る
。
古

澤
氏
は
終
戦
後
に
死
去
し
、
両
者
の
没
年
に
は

一
七
年
の
差
が
あ
る
。

寛
が

「満
蒙
遊
草
」
の
漢
詩
の
添
削
を
依
頼
し
た
の
は
、
昭
和
三
年
(一⑩
b。。。)
後

半
～
昭
和
四
年
(一〇
卜。⑩)
ご
ろ
あ
ろ
う
か
。
与
謝
野
夫
妻
が
満
蒙
旅
行
か
ら
帰
国
し

た
の
は
昭
和
三
年
(一⑩
b。G。)
六
月
中
旬
、
『満
蒙
遊
記
』
の
刊
行
は
昭
和
五
年
(お
ωO
)

五
月
で
あ
る
。

古
澤
氏
と
寛
夫
妻
の
交
流
は
古
澤
氏
の
長
女
松
江
が
晶
子
の
関
係
し
て
い
た
文

化
学
院
に
入
学
し
て
以
来
の
こ
と
だ
が
、
当
初
寛
は
古
澤
氏
と
は
未
知
の
間
柄

で

あ
り
、
満
蒙
旅
行
以
後
か
ら
交
流
が
始
ま
っ
て
い
る
。
寛
と
の
交
流

の
跡
を
た
ど

れ
ば
、
大

正

十

五

年

(
一
⑩
b。
①
)
六

月

*
昭

和

三
年

(
一
⑩
bO
Q◎
)

八

月

一
七

日

*

八
月

一
九

日

九

月

二

五

日

*
昭
和

四
年

(
一⑩
b。
⑩
)

八
月

三

〇

日

※

昭
和

五
年

(
ド
⑩
G。
O
)

七

月

一
〇

日

九

月

一
二

日

昭

和

九

年

(
一
⑩
G。
ら
)

一
月

一
〇

日

こ

の
う

ち

、

昭

和

三

年

(
一
⑩
b。
。。
)
八

月

一
七

日
付

、

翰

に
、

寛

の
古

澤

氏

宛

て

の

年

(
一
⑩
b。
⑩
)
ご

ろ

の
書

翰

に
、

寛

は
軽

井

沢

、

厚

木

町

)

で
あ

っ
た
。

た
だ

最

大

の
疑

問

は
、

校

閲

と
、

古

澤

氏

宛

の

四
枚

の

の

か

、

と

い
う

こ

と

で
あ

る

。

書
翰

(晶
子
)

書
翰
(寛
)

書
翰
(寛
)

書
翰
(寛
)

書
翰
(寛
)

書
翰

(寛
)

書
翰
(寛
)

一
①

②

、

二
③

、

四
⑤

9
・

三
④

??
・

葉
書

・
賀
状
(晶
子

・
寛
)

及
び
同
年
八
月

一
九
日
付
、
の
二
通
の
書

「大
政
を
乞
う
」
漢
詩
三
枚
が
同
封
さ
れ
、
昭
和
四

漢
詩

一
枚
が
同
封
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、

古
澤
氏
は
恰
爾
浜
在
住

(昭
和
四
年
(一⑩
b。⑩)
七
月
に
は
神
奈
川
県

吉
田
学
軒
の

「満
蒙
遊
草
」
全
漢
詩
稿
の
最
終
の
添
削

「大
政
を
乞
う
」
漢
詩
と
の
相
互
関
係
は
ど
う
な

即
ち
両
者
の
時
期
の
前
後
、
ま
た
古
澤
氏

へ
の

一10一



「
大
政
」
依
頼

の
理
由
、
の
二
点
で
あ

る
。
吉
田
学
軒
は
寛

の
漢
詩
の
師

で
あ
り

添
削
校
閲
を
受
け
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
古
澤
氏
は
漢
詩
の
専
家
で
は

な
く
趣
味
教
養
の
漢
詩
作
家
で
あ

っ
た
。
た
だ

「吾
家

の
記
録
」

の
年
譜
に
よ
れ

ば
、
昭
和
五
年
(一⑩。。O
)
(五
八
歳
)

の
こ
ろ
に
、
「漢
詩
に
目
覚
め
、
上
村
売
剣

主
宰
の
声
教
社
同
人
」
に
な

っ
た
と
い
う
。
寛
の
古
澤
氏

へ
の
漢
詩
点
検
依
頼

の

後
、
与
謝
野
夫
妻
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『満
蒙
遊
記
』
の
贈
呈
を
受
け
た
こ
ろ
で
あ

る
。
何
か
思
う
と
こ
ろ
触
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
吾

家

の
記
録
」
に
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
漢
文
漢
詩
が
随
処
に
点
在
す
る
。

か

つ
て
恰
爾
浜
で
、
漢
詩
を
作
り
あ

っ
た
詩
友
と
い
う
こ
と
が

「大
政
を
乞
う
」

た
理
由

で
あ
り
、
だ
と
す
れ
ば
当
時
の
自
ら
を
知
る
古
澤
氏
が

「大
政
」
を
行
わ

な
か

っ
た
の
も
頷
け
る
の
で
は
、
と
の
推
測
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

○

寛
が
古
澤
幸
吉
氏
宛
に
書
翰
に
添
え

て
出
し
た
四
枚
の
漢
詩
稿

(料
紙
は
半
紙
)

に

つ
い
て
、
紹
介
を
兼
ね
て
解
説
を
し
な
が
ら
述
べ
て
い
く
に
当
た

っ
て
、
原
物

の
画
像
を
添
え
る
代
わ
り
に
ま
ず
最
初

に
原
型
の
ま
ま
の
レ
イ
ア
ウ
ト
版
を
載
せ

る
こ
と
に
し
た
い
。

一
①

宿
千
山
大
安
寺

用
朱
子
月
下
述
懐
韻

距

清
徹
上
峰
氣
、
不
許
客
衣
軍
、
童
子

晩
吹
火
、
煙
麗
松
樹
間
、
自
笑
平
生

語
、
漫
然
誇
素
寒
、
願
求
詩

骨
痩
、
飲
水
住
千
山
、

②

赴
挑
南
車
上
作

16

萬
里
相
携
遊
、
爾
友

一
詩
婦
、
上
車
如

在
家
、
封
坐
把
筆
賦
、
路
入
東
蒙

沙
連
天
、
風
捲
黄
埃
暗
干
霧
、
晩

來
忽
望
土
城
明
、
落
日
照
出

挑
南

府
、
古
澤
先
生
大
政

寛
伏
乞

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

二
③

挑
南
客
舎
示
同
宿
森
立
名
君

挑
南
蒙
古
境
、
行
旅
太
銀
苦
、
驕
卒
漫

遮
路
、
猛
狗
吠
向
人
、
天
陰
朝
尚
夕
、
草
短

夏
猶
春
、
歯
土
難
生
樹
、
沙
塵
欲
沮
輪
、

磧
中
忽
聴
銃
、
車
上
屡
驚
神
、
枯
木

存
胡
　
、
新
城
多
漢
民
、
攣
膠
催
醇
甚
、

莞
笛
引
愁
頻
、
適
遇
同
郷
客
、
唱
和

姑
相
親
、

森
君
善
國
風
、
末
句
故
及
、

博
古
澤
先
生

一
簗
併
乞

高
批

寛

未
定
稿

三
④

遊
吉
林

三
千
年
奮
國
、
粛
愼
迩

猶
雄
、
萬
筏
大
江
上
、

重
城
春
樹
中
、
山
無
齪

山
状
、
人
有
古
人
風
、
路

遇
寛

抱
女
、
華
鋼
括

髪
紅
、

寛
未
定
稿

謹
乞古
澤
先
生
大
斧

四
⑤

奉
天
北
陵

騙
車
北
陵
路
、
風
日
不
堪
埃
、
石
獣

沙
中
立
、
野
鴉
培
上
來
、
龍
櫻
出

古
樹
、
鳳
瓦
半
青
苔
、
回
首
興
亡
事
、

帝
業
安
在
哉
、
固
是
粛
愼
喬
、
父

子
勇
兼
徳
、
満
洲
八
旗
兵
、
萬
里

1731
32
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

到
干
北
、

一
翠
制
天
下
、
天
下
皆
胡

服
、
爾
來
三
百
歳
、
寳
統
今
既
空
、

寂
莫
大
王
墓
、
ロ
ハ帯
残
霞
紅
、

博
古
澤
先
生

一
藥
併
乞

大
政

寛
未
定
稿

次
に

一
～
四
の
漢
詩
稿
の
書
き
下
し
文
及
び
別
の
諸
資
料
と
の
詩
句
そ
の
他
の

文
字
の
異
同
を
記
し
て
お
く
。

ロ

ロ

コ

　
ロ

　

一
①

宿
千
山
大
安
寺

用
朱
子
月
下
述
懐
韻

下
↓
夜
ω
⑧
ω

千
山
の
大
安
寺
に
宿
し
、
朱
子
の
月
下
に
懐
い
を
述
ぶ
の
韻
を
用
う

清
徹
上
峰
氣

不
許
客
衣
軍
◎

童
子
晩
吹
火

煙
麗
松
樹
間
◎

自
笑
平
生
語

漫
然
誇
素
寒
◎

願
求
詩
骨
痩

飲
水
住
千
山
◎

清
徹
な
り

上
峰
の
気

許
さ
ず

客
衣

の
単
え
な
る
を

童
子

晩
に
火
を
吹
き

煙
は
麗
る

松
樹
の
間

自
ら
笑
う

平
生
の
語

漫
然
と
し
て
素
寒
を
誇
る

願
わ
く
は
詩
骨

の
痩
せ
る
を
求
め
て

↓
侯
ω
㈹

水
を
飲
ん
で
千
山

に
住
ま
ん
こ
と
を

↓
抱
巻
ω
㈹
ω

②

赴
挑
南
車
上
作

挑
南
に
赴
く
車
上
の
作

萬
里
相
携
遊

万
里

相
携
え
て
遊
ぶ

爾
友

一
詩
婦

両
友

一
詩
婦

上
車
如
在
家

車
に
上
る
こ
と

家
に
在
る
が
如
く

封
坐
把
筆
賦

対
坐
し
て

筆
を
把
り
て
賦
す

路
入
東
蒙
沙
連
天

路
は
東
蒙
に
入
っ
て

沙

風
捲
黄
埃
暗
干
霧

風
は
黄
埃
を
捲
き
て

↓
毫
ω
㈹

天
に
連
な
り

霧
よ
り
も
暗
し

晩
來
忽
望
土
城
明

晩
来
忽
ち
望
む

土
城

の
明
ら
か
な
る
を

落
日
照
出
挑
南
府

落
日
照
出
す

挑
南
府

↓
夕
陽
ω
㈹
ω

↓
斜
陽
②

古
澤
先
生
大
政

寛

伏
し
て
乞
う

1
2
句
↓
ω
②
㈹
左
提

一
詩
婦
、
右
摯
爾
詩
友
、
四
人
遊
萬
里
、
古
敦
得
似
否

7
句
↓
城

"
⑧
自
注
ア
リ

二
③

挑
南
客
舎
示
同
宿
森
立
名
君

挑
南
の
客
舎
に
て
同
宿
の
森
立
名
君
に
示
す

(詩
題
は
異
な
る
ω
③
)

挑
南
蒙
古
境

挑
南
は
蒙
古
の
境

行
旅
太
銀
辛

行
旅

太
だ
報
辛

驕
卒
漫
遮
路

驕
卒
漫
り
に
路
を
遮
り

猛
狗
吠
向
人

猛
狗

人
に
向
か
い
て
吠
ゆ

天
陰
朝
尚
夕

天
は
陰
り

朝
尚
お
夕
べ
の
如
く

↓
嘘
荒
今
憶
昔
ω
㈹

草
短
夏
猶
春

草
は
短
く
し
て

夏
猶
お
春
の
ご
と
し

歯
土
難
生
樹

沙
塵
欲
沮
輪

磧
中
忽
聴
銃

車
上
屡
驚
神

枯
木
存
胡
　

新
城
多
漢
民

攣
膠
催
醇
甚

莞
笛
引
愁
頻

適
遇
同
郷
客

唱
和
姑
相
親

歯
土

樹
生
じ
難
く

↓
霜
白
朔
邊
土
ω
③

沙
塵

輪
を
沮
ま
ん
と
欲
す

↓
風
黄
沙
漠
塵
ω
㈹

磧
中

忽
ち
銃
を
聴
き

車
上

屡
し
ば
神
を
驚
か
す

↓
欲
廻
輪
ω
㈹

枯
木

胡
述
を
存
し

↓
朽
ω
㈹

↓
祀
ω
⑧

新
城

漢
民
多
し

蛮
膠

酔
い
を
催
す
こ
と
甚
だ
し
く

↓
程
膠
ω
㈹

莞
笛

愁
い
を
引
く
こ
と
頻
り
な
り

適
た
ま
同
郷
の
客
に
遇
い

↓
喜
ω
㈹

唱
和
し
て
姑
く
相
親
し
む

↓
酬
相
與
ω
⑧

森
君
は
國
風
を
善
く
す
、
末
句
故
に
及
ぶ
、

博
古
澤
先
生

一
藥
併
乞
高
批

古
澤
先
生
に

一
簗
を
博
し
、
併
せ
て
高
批
を
乞
う
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三
④

遊
吉
林

三
千
年
奮
國

粛
愼
迩
猶
雄

萬
筏
大
江
上

重
城
春
樹
中

山
無
齪
山
状

人
有
古
人
風

路
遇
寛
抱
女

華
鍋
播
髪
紅

寛

未
定
稿

吉
林
に
遊
ぶ

三
千
年
の
旧
国

粛
慎

　
猶
お
雄
な
り

万
筏

大
江
の
上

重
城

春
樹
の
中

山
は
乱
山
の
状
無
く

人
は
古
人
の
風
有
り

路
に
遇
う

寛
抱
の
女

華
鋼

髪
に
挿
ん
で
紅
な
り

寛

未
定
稿

謹
乞
古
澤
先
生
大
斧

四
⑤

奉
天
北
陵

騙
車
北
陵
路

風
日
不
堪
埃

石
獣
沙
中
立

野
鴉
培
上
來

龍
櫻
出
古
樹

鳳
瓦
半
青
苔

回
首
興
亡
事

帝
業
安
在
哉
」

固
是
粛
愼
商

父
子
勇
兼
徳

満
洲
八
旗
兵

萬
里
到
干
北

一
墨
制
天
下

天
下
皆
胡
服
」

遊
↓

×
ω

齪
↓
峻
ω
⑧

謹
ん
で
古
澤
先
生
の
大
斧
を
乞
う

奉
天
の
北
陵

車
を
駆
る

北
陵
の
路

鳳 龍 野 石 風
瓦 楼 鴉 獣 日

 

首
を
回
す

帝
業
固
よ
り
是
れ
粛
慎
の
商

父
子

勇
に
し

て
徳
を
兼
ぬ

満
州

八
旗
の
兵

万
里
北
に
到
る

一
挙

に
天
下
を
制
し

天
下

皆
な
胡
服

埃
に
堪

え
ず

沙
中
に
立
ち

塙
上
に
来
た
る

古
樹
よ
り
出
で

半
ば
は
青
苔

興
亡
の
事

安
く
に
在
ら
ん
や

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

不
堪
↓
度
塵
ω
㈹

↓
本
ω
㈹

商
↓
族
ω
㈹

満
洲
↓
精
桿
ω
③

萬
里
到
↓
踊
躍
起

爾
來
三
百
歳

寳
統
今
既
空

寂
翼
大
王
墓

ロ
ハ甦
叩残
蕾阪
紅
」

爾
来

三
百
歳

宝
統

今
既
に
空
し

寂
莫
た
り

大
王

の
墓

ロ
バだ
残
霞
の
紅
を
帯
ぶ

博
古
澤
先
生

一
簗
併
乞
大
政

古
澤
先
生
に

一
簗
を
博
し
、
併
せ
て
大
政
を
乞
う

寛
未
定
稿

右
に
挙
げ
た
五
首
の
漢
詩
が
詠
ま
れ
た
場
所
、
詩
型
、
日
時

を
記
し
て
お
く
と
、

一
①
遼
寧
省
鞍
山
市

・
千
山
大
安
寺

②
吉
林
省
挑
南
市

挑
南
へ
の
車
上

二
③
吉
林
省
挑
南
市

挑
南
の
客
舎

三
④
吉
林
省
挑
南
市

吉
林

四
⑤
遼
寧
省
藩
陽
市

奉
天
北
陵

(昭
陵
)

五
言
古
詩

雑
言
体

五
言
排
律

五
言
律
詩

五
言
古
詩

歳
↓
年
ω
㈹

既
↓
已
ω

(昭

和

三

年

一
露

c。
)

五
月

一
八
日

五
月
二
五
日

五
月
二
五
日

六
月

一
日

六
月
七
日

次
に

一
～
五
ま
で
の
漢
詩
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
を
し
て
お
こ
う
。

一
①
は
、
遼
寧
省
の
有
名
な
景
勝
地
千
山
に
あ
る
古
刹
大
安
寺

で
の
作
、
の
第

二
首
、
南
宋
の
大
儒
朱
子
の

「月
夜
述
懐
の
詩
」
の
韻
を
用
い
て
作
ら
れ
た
詩
で

あ
る
。
詩
を
作
る
気
力
が
衰
え
た
こ
ろ
に
書
物
を
携
え
て
こ
の
千
山
で
住
み
た
い

も
の
だ
、
と
千
山
の
大
安
寺

へ
の
親
愛
の
情
を
詠
じ
て
い
る
。

一
②
は
、
吉
林
省
の
挑
南
か
ら
東
蒙
古

へ
向
か
う
旅

の
車
中

で
あ
る
。
加
藤

・

佐
藤

の
両
氏
、
晶
子
、

一
行
四
人
が
車
中
で
作
詩
を
し
な
が
ら
の
旅
、
次
第
に
周

囲
の
風
土
環
境
が
変
化
し
て
い
く
さ
ま
を
う
た
う
。
詩
型

・
ま
た
詩
句

の
文
字
の

異
同
が
多
い
詩

で
あ
る
。

二
は
、

一
②
と
同
じ
挑
南
の
地
で
日
本
人
の
経
営
す
る
旅
館
に
宿
泊
し
た
夜
、

排
日
感
情

の
さ
か
ん
な
地
で
部
屋
に
閉
じ
こ
も
り
、
森
立
名
と
知
り
合

い
共

に
和

歌
を
作
り
合

っ
た
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。

三
は
、
吉
林
省

で
の
作
、
昔
の
粛
愼
国
、
満
州
の
旧
国
の
風
情
、
街

の
女
性
の

旧
風
俗
衣
装
を
詠
じ
て
い
る
。
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

四
は
、
遼
寧
省

の
旧
奉
天

(現
藩
陽
)
で
、
清
の
太
祖
を
祀

っ
た
北
陵

(昭
陵
)

で
三
百
年
続
い
た
清
王
朝

の
興
亡

の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
、
陵
墓

の
前
で
の
感
慨

を
詠
じ
て
い
る
。

こ
の
五
首
の
漢
詩
を
収
録
す
る
諸
資
料
を
次
に
挙
げ
る
。
⑥
及
び
③
が
新
資
料

で
あ
り
、
⑤
は
書
翰
で
あ
る
。

⑥
古
澤
家
蔵

四
枚

・
五
首

ω

「満
蒙
遊
草
」

三
七
首

②

『
満
蒙
遊
記
』

一
首

㈹
与
謝
野
光
氏
蔵

(現
堺
市
博
物
館
蔵
)

三
七
首

ω
堺
市
博
物
館
蔵

(旧
森
藤
子
氏
蔵
)

一
枚

・
二
首

⑤
書
翰

"
寛
の
古
澤
幸
吉
宛
書
翰

次
に
各
漢
詩
稿
を
載
せ
る
諸
資
料
を
記
し
て
お
く
。

四 三 ニ ー
⑤ ④ ③ ② ①
先
に
も
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
れ
ら
四
枚
、

書
翰

に
同
封
さ
れ
た
漢
詩
が
当
時

の
ま
ま
の
状
態

で
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

れ
ば
、

こ
れ
ま
で
に
生
じ
た
種
々
の
問
題
点
を
難
な
く
処
理
で
き
た
で
あ
ろ
う
が

現
在

で
は
推
定

の
域
を
出
な
い
の
が
惜

し
ま
れ
る
。

先

に
挙
げ
た
⑤
書
翰
、
昭
和
三
年

(一8
G。)
八
月

一
七
日
付
、
に

「…
別
紙

一
篇　ね
　

 貴
閲
を
乞
ひ
申
候
。
猶
お
ひ
お
ひ
に
御
覧
を
願
い
可
申
候
。

ハ
ル
ビ
ン
に
て
の
長

詩
、
猶
数
句
に
て
ま
と
ま
り
申
さ
ず
候
。
…
」
と
あ
る
文
面
か
ら

コ

①
②
」
を

同
封
し
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。

一
①
②
は
、
二
篇
な
の
で

「別
紙

一
篇
」
は
符

号
し
な
い
が
、
他

の
詩
篇
と
の
順
序

か
ら
推
し
て
こ
の

一
枚
を
指
す
と
推
定
し
て

よ
い
だ
ろ
う
。
⑤
書
翰
、
同
年
八
月

一
九
日
付
、

に

「
…
満
蒙

の
詩
稿
を
整
理
致

ω

・
③

・
㈲

・
⑤
書
簡

(八
月

一
七
日
付
)

ω

・
②

・
㈹

・
ω

・
⑤
書
簡

(八
月

一
九
日
付
)

ω

・
㈹

ω

・
㈲

ω

・
③

寛
か
ら
古
澤
氏
に
宛
て
た
書
翰
の
内
容
か
ら
、

五
首

の
詩
は
い
ず
れ
か
の
書
翰

に
同
封
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

候

こ
と
捗
ら
ず
、
(略
)
こ
＼
に
ま
た
少
々
御
覧
に
供

へ
申
候
」
と
あ
る
文
面
か
ら

「
二
③
」
「
四
⑤
」
が
同
封
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
に
挙
げ
た
ω
～
⑤
ま
で
の
五
種
の
諸
資
料
の
中
で
、
ω
と
⑧
は
同
じ
系
統
で

あ
る
。
㈲
は
ω
の
出
版
前
に
、
寛
の
漢
詩
の
師
で
あ

っ
た
吉
田
学
軒
の
添
削

・
校

閲
を
経
た
最
終
原
稿
で
あ
る
。
添
削
・校
閲
の
跡
は
か
な
り
厳
密
詳
細

で
、
学
軒

も
細
心
の
注
意
を
は
ら

っ
て
苦
心
し
た
こ
と
が
朱
筆
の
跡
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
学
軒
の
最
終
の
添
削
の
定
稿
が
何
れ
な
の
か
正
確
に
判
読
す
る

の
が
困
難
な
箇
所
も
多
々
あ
り
、
な
お
今
後
も
精
査
を
必
要
と
す
る
。
出
版
さ
れ

た

「満
蒙
詠
草
」
は
学
軒
の
添
削
修
正
に
必
ず
し
も
寛
は
忠
実
に
従

っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
。

も
う

一
つ
の
新
出
資
料
⑥
は
先
に
挙
げ
た
四
枚
の
み
で
あ
る
が
、
ω
の
堺
市
博

物
館
蔵
の

一
枚
と
共
通
点
が
あ
る

(ω
の

「満
蒙
遊
草
」
の
漢
詩
稿
は
こ
の

一
枚

の
み
)
。

一
①
は
、
第
七
句
の

「
願
求
」
が
共
通
で
あ
り
、
第
八
句
は
、
ω
は
原

案
の

「飲
水
」
を
修
正
し
て

「抱
巻
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
料
紙

(ケ
ン
ト
紙
?
)

と
寛
自
身

の
修
正
加
筆

の
跡

の
多
さ
か
ら
、
㈲
は
作
詩
当
初
に
近

い
も
の
で
は
な

い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

な
お
、

一
に
関
し
て
は
⑥
と
ω
の
両
者

に
は
相
違
点
も
あ
る
。
先
ず
詩

の
順
序

が
異
な

っ
て
お
り
、
㈲
は

「②
、
①
」

で
⑥
と
は
逆

で
あ
る
。
次

に
、
ω
に
は
寛

自
身
の
修
正
加
筆
が
多
々
あ
る
。
特
に
②
の
詩
は
五
六
句
の

「路
入
東
蒙
沙
返
天
、

風
捲
黄
埃
暗
干
霧
」

の
二
句
が
欄
外

の
加
筆

で
あ
り
、
ま
た
第
五
句
の

「東
蒙
」

の
原
案
は

「蒙
古
」

で
あ
る
。
ま
た
第
七
句
の

「晩
來
忽
望
土
城
明
」
の
原
案
は

「沙
上
忽
望
土
城
高
」
、
第
八
句
の

「落
日
照
出
挑
南
府
」
の
原
案
は

コ

路
既
入

挑
南
府
」
か
ら

「落
日
照
出
挑
南
府
」

へ
、
最
終
的
に
は

「夕
陽
照
出
挑
南
府
」

と
修
正
し
て
い
る
。
ま
た
ω
は
詩
の
題
が

「赴
挑
南
車
上
作
」
で
は
な
く

「東
蒙

雑
詩
之

一
」
が
定
稿
で
未
修
正
の
ま
ま
で
あ
る
。
な
お
こ
の
詩
の
題
を

「東
蒙
雑

詩
雑
誌
之

一
」
と
す
る
の
は
ω
の
み
で
あ
る
。

以
上
挙
げ
た
こ
と
か
ら
、

一
②
の
詩
は
、
最
初
に
ω
の

「東
蒙
雑
詩
之

一
」
の

題
で
作
詩
さ
れ
、
詩

一
首
は
寛
の
数
回
の
字
句
の
加
筆
修
正
を
経
て
、
⑥
の
古
澤
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本
の
詩
型
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
②
の
定
稿
は
、
ω

・
⑧
の
冒
頭
が
五
言
六

句
で
あ
り
、
⑥

・
②

・
ω
の
冒
頭
が
五
言
四
句
、
ま
た
詩
句
の
字
が
か
な
り
異
な

っ

て
い
る
。
ω

・
③
は

「左
提

一
詩
婦
、
右
摯
爾
詩
友
、
四
人
遊
萬
里
、
古
敦
得
似

香
、
上
車
如
在
家
、
封
坐
把
毫
賦
」
の
五
言
六
句

で
、
ま
た
㈹
は

「城
」

の
字
に

自
注
が
あ
る
。
⑥

・
②

・
ω

は

「萬
里
相
携
遊
、
爾
友

一
詩
婦
、
上
車
如
在
家
、

封
坐
把
筆
賦
」
の
五
言
四
句
で
あ
る
。

ま
た

「満
蒙
遊
記
」
の
旅
行
記
の
中

で
晶
子
は
寛
が
こ
の
詩
を
詠
ん
だ
こ
と
を

唯

一
記
し
て
い
る
の
で

(②
)、
現
地

で
の
詩
は
こ
の
詩
が
原
詩

で
あ
り
、
㈹
を

経

て
最
終
稿
の
ω

へ
と
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
②
の
詩
は
、
⑥

・
②

・
④
が

原
詩

で
、
㈹

・
ω
が
定
稿
と
推
定
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

一
②
の
詩
は
複

雑
な
経
過
を
た
ど
り
、
最
終
的
に
ω
の

「満
蒙
遊
草
」
の
詩
型
と
な

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

○

「満
蒙
遊
草
」

に
関
し
て
、
二

つ
の
新
し
い
資
料
が
出
現
し
た
の
で
、
本
稿

で

は
そ
の
紹
介
と

「
満
蒙
遊
草
」
の
漢
詩
稿
の
完
成
、
刊
行
に
至
る
経
過
に

つ
い
て

新
し
い
発
見
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
う
。
寛
の
漢
詩
人
と
し
て
の
意
識
、
ま
た
執
着

を
如
実

に
示
す
も
の
が
あ
り
、
短
歌
制
作
と
の
間
で
精
神
が
常
に
揺
れ
動
い
て
い

た
創
作
活
動

の
姿
勢
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

[注
]

注
(1
)

「与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩
1

『
満
蒙
遊
記
』
付

「満
蒙
遊
草
」
の
漢
詩
ー
」
)

(
一
)
1
」

東
海
学
園

言
語

・
文
学

・
文
化

第
十
二
号

(通
巻
第
七

一
号
)

平
成
二
十
五
年
三
月
発
行

注
(2
)

『古
澤
幸
吉
自
叙
伝

「吾
家

の
記
録
」
1
村
上

・
厚
岸

・
東
京

・
ハ
ル

ビ
ン
』
編
者
古
澤
陽
子

印
刷

・
製
本

光
写
真
印
刷
株
式
会
社

二
〇

一
六
年

五
月
二
五
日
発
行

注
(3
)

与
謝
野
光
家
蔵

(現
堺
市
博
物
館
蔵
)
は

「満
蒙
遊
草
」
以
外
に
寛
の

漢
詩
を
収
録
す
る
。

注
(4
)

「吾
家
の
記
録
」
四

一
九
頁

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

注 注 注 注 注 注　 　 　 　 　 　
ユ098765
))))))

「未
定
稿
」
の
文
字
が
無

い
。

注
(1
)参
照
。

注
(1
)
=
二
頁
～

一
四
頁
。

注
(1
)
一
六
頁
～

一
七
頁
。

「満
蒙
遊
草
」
の
番
号
。
注
(
1
)参
照
。

月
夜
述
懐

朱
喜
…

月
夜
懐
い
を
述
ぶ

朱
烹

(朱
文
公
文
集
、

韻
は
上
平
の

一
四

・
寒
、

上
平
の

一
五

・
刷
。

注
(
11
)

恰
爾
浜

に
て
の
長
詩

に
は
見
え
な
い
。

※

「満
蒙
遊
草
」
に
、
寛
が
古
澤
幸
吉
に
贈

っ
た
漢
詩

一
首
が
見
え
る
。

恰
爾
賓
客
中
、
呈
古
澤
幸
吉
先
生

恰
爾
賓
の
客
中
に
、
古
沢
幸
吉
先
生
に
呈
す

先
生
白
髪
未
云
還

先
生

白
髪
な
る
も

未
だ
還
ら
ず
と
云
う

さ
く
ほ
う

留
住
朔
方
沙
漠
間

朔
方
砂
漠
の
問
に
留
住
し

た
く
ら
く

卓
落
東
邦
千
載
策

卓
落
す

東
邦

千
載
の
策

こ
く
す
い

蒼
　
黒
水
爾
厘
山

蒼
　
た
り

黒
水

両
厘
の
山

古
沢
家
の
新
資
料
は
、
平
成
三

一
年
二
月
二
〇
～
三
月
二
四
日
ま
で

「
さ
か
い

利
晶
の
杜
」
(堺
市
)
で
展
示
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

皓
月
出
林
表

照
此
秋
躰
軍
◎

幽
人
起
曙
歎

桂
香
登
窓
間
◎

高
梧
滴
露
鳴

散
髪
天
風
寒
◎

抗
志
絶
塵
鼠

何
不
棲
空
山
◎

※
五
言
古
詩
。

四

・
寒
、

巻
二
)

皓
月

林
表
よ
り
出

で

此
の
秋
躰
の
単
を
照
ら
す

幽
人

起
き
て
曙
歎
す

桂
香

窓
間
に
発
す

高
梧
に
滴
露
鳴
り

散
髪

天
風
寒
し

抗
志

絶
塵
の
氣

何
ぞ
空
山
に
棲
ま
ざ
る
や上
平

の

一
五

・
刷
、
上
平
の

一

(寒

・
刷
は
通
押
)。
次
韻

の
詩
。

恰
爾
浜

で
の
寛
の
詩
は
不
明
。
「満
蒙
遊
草
」
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